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伊藤由希子（下田歌子研究所主任研究員）――
　
ではお時間とな
りましたので始めさせていただきます。私は下田歌子研究所の研究員の伊藤由希子と申します。本日司会を務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。
まず私の方から簡単に︑本日の講師であるＮＰＯ法人﹁場の研
究所﹂の所長・清水博先生のご紹介をさせていただきたいと思います。清水先生は︑東京大学をご卒業後︑各地の国立大学で教鞭を執りながら︑また︑ハーバード大学やスタンフォード大学でも研究に従事 さっていました。東京大学をご定年後に移られた金沢工業大学で﹁場の研究 ﹂の所長を務め︑その後ＮＰＯ法人として﹁場の研究所﹂を立ち上げられ︑現在に至っています。
清水先生は︑元々は複雑系研究の第一人者でいらっしゃいまし
たが︑生命・ ︿いのち﹀というものを個々のばらばらなものから考えるのではなく︑それが存在する場という観念か 捉え おすことの可能性を考え︑場の理論・場の思想 も を考えていらっし
ゃったわけです。
私自身も
﹁
場の研究所﹂で八年ほど研究員としてお世話にな
り︑その中でいろいろとヒントを与えていただいたのですが︑清水先生はかなり前から︑場 いうものを考えたときに︑女性がそこで果たす役割の大きさというものに注目していらっしゃいまして︑私にもぜひそういう研究をしてほしいとおっしゃっていました。先生が公で女性ということをテーマにお話しなさる は︑お
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そらく今日が初めてだと思います。そういう意味でも期待してお話を伺いたいと思っております。それでは清水先生︑よろしくお願いいたします。清水――
 
伊藤さん︑どうもありがとうございました。このお天
気の悪い冷た 雨の日に︑ここへみなさんにおいでいただ たということだけで︑私はたいへん感謝をしております。感動しております。それに値する話ができるかわかりませんけれど︑とにかく私が考えていることをみなさんにお伝えしようと思っており
地球における〈いのち〉の持続性ということを、もっと真剣に考えなければいけない私は︑地球における︿いのち﹀の持続性と うことを︑私たち
はもっと真剣に考えなければいけな んじゃないかと思っております。たとえば︑資本主義経済の競争原理が の︿ のち﹀の持続性というこ を困難にしているというようなことは︑私た も温暖化現象などを通じて身をもって感じているわけですね。それから︑福島の原発の放射能事故がなかなか収束しませ ね。コントロールできているという人もい
ますが︑科学者から見ると︑あ
れはコントロールできていない 思 ます。
なぜこういうことになってしまっ
たのかというと︑私たちは︑地球が無限に大きいという考えのもとで文明を作ってきたわけです。そ 無限大のはずの地球が︑人間が考えた科学
技術によって︑どんどん小さく
なってきた。そのような状況にもかかわらず︑私 ちは依然として無限大の地球という発想からなかなか抜けられない。それが今のような問題を引き起こしていると思うんです。私たちはこれから︑自分たち自身の考え方をあらためなければならない。現在の問題の原因は自分たちにあるわけですから︑外のものに期待するんじゃなくて︑自分自身が変 ないといけないと思います。
人間から生きものへ私は︑この地球における︿いのち﹀の持続の問題というのは︑
人間だけの問題では いと思います。地球上のいろいろな生き物が一緒に生きていて︑それだから人間も生きていけるわけですね。私たちは毎日たくさんの
生き物の︿いのち﹀をいただいて生きて
います。そういう状況の中で 地球が持続されていかな
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写真 1
ことになると︑人間も生きていけないわけですね。これは︑子どもでもわかる真理です。だからこれからの時代は︑人間から生きものへ︑
―
その生きものの中には人間も入っていますよ
―
︑
という時代 あると︑私は思っているわけです。
それでは︑生きものというのはどういうコミュニケーションを
して︑どうやって生きてい のか。それを私たちは本当に知っているでしょうか。考えてみると︑何も知らないわけです。人間は自己中心的に生きもの 様態を理解していま が︑それが本当に正しいかどうか。た えば生きものの間には競争原理があっ ︑競争して るというようなことを言いますが 本当にそうなのでしょうか。このこ は今日のお話 も関係がありますが︑生きものが何をやっているのかを理解するうえで一番大事 こ は 人間も︑またあらゆる生きものも持っている共通項 発見す ことです。私はそれは︿いのち﹀ ものだと思って 。〈いのち〉とは、すべての生きものがもっている存在を持続させようとする能動的な活
はたら
きである
︿いのち﹀と うのはどういうものかというと︑
すべての生き
ものが持っている︑ ﹁自分の存在を持続させようとする能動的な活はたら
き﹂です。それは植物にもありますし︑みなさんにもあるし︑
犬や猫にも︑昆虫にもあるわけです。この共通項の上に立って︑私たちはどういうふう 生きていったらいいか考えなければいけない。人間だけのことを考えている時代はもう過ぎたんです。
そういうふうに考えますと︑場というものがクローズアップさ
れてきます。場とは︑生きものの共通言語です。人間の言語は人間にしか通じないけれども︑場とい ものは︑生きものの共通言語であると言えます 私が研究している場の理論と うのは︑その共通言語の文法に相当するわけです。
ここでみなさんにスライドをお見せしたいと思います
（写真
1）。
この写真では︑一箇所からいくつかの植物が出ています。よく見
8女性と文化　第2号
写真 2
ると︑何種類かの植物がありますよね。これはコンペティション︵競争︶をしてるわけじゃないんです 一緒に生きていくことによって︑共に生き いける状態を作っている。これを共存在と言います。一緒に生きていくということは︑そこにコミュニケーションがあるということですね。生きものは︑場を作ってコミュニケーションしてい 。場が生きも の言葉であると言ったのは︑そういうことです。場ができないと︑生きものはぶつかるわけです。ぶつからずに生きていくと︑おたが の︿ ち﹀を場 やりとりできる。 ︿いのち﹀を ただいて︑自分が ていくことができる。そういうことをきちん 考える 生や死 概念も変わってきます。
死＝種を超えて〈いのち〉を伝える活
はたら
き
これは私の自宅の駐車場の写真です
（写真
2）。この周囲はコ
ンクリートで固められていま が︑ここへ枯葉が入ってきて ます。枯葉は自然に入ってくるんで ね 枯葉と うのは︑生命を失ったもの︑死んでいる の
です。けれど︑その葉が持っていた
﹁能動的に生きようとする︿
いのち﹀の活
はたら
き﹂が︑まだここに存
在しているわけです。そこへ何かの植物の種が飛んでくると︑ここで芽生えがおきるわけです。この死んだも
―
死というもの
がなければ﹁芽生え﹂もないわけです︑下はコンクリートです
ら。そしてここでも一種類の植物だけじゃなくて︑何種類かの植物が場を作っ 存在している。
次の写真も非常に不思議なものですけれども︑池のところに石
があって︑そこに植物が生えている
（写真
3）。なぜそうなって
いるのか。それは︑一番下に石にくっついて死んでいるものがあるからです。つまり︑ ︿いのち﹀というものは︑生と死を超えるものです。たとえば︑海の中で魚 泳い 。そ 上をおなかをすかせた鳥が飛んでいて︑そのままだったら︑ばったりと落ち
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写真 3
て死んでしまうかもしれない。そのときに魚を食べますね。すると︑ 魚が持っていた︿いのち﹀が︑ 鳥に伝わるわけです。鳥の︿いのち﹀になる。だから︿いのち﹀というものは︑ずっと伝わりながら︑魚から鳥へと種を超えて く
―
と︑そういうものの見方
です。死は︑種を超えて︿いのち﹀を伝える活
はたら
きをしていますか
ら︑死ぬこと 単なる物質化ではないわけです。死んだらあなたはどうなるの︑ 聞かれれば︑今の常識では︑物になる︑物質になると答えるわけですけれど︑そういう単純な考えでは︑生き
の世界を理解できないということですね。
そういうことを考えてみると︑競争原理ということだけで生き
物の世界を理解してきた今までの考え方は︑単純すぎる
―
︑少
なくとも︑不十分であるということが言 るわけです。そういう競争原理ではない
0
場面をどうして多くの人は見ないのでしょうか。
今私がお目にかけたようなものは︑その気になれば︑みなさんの周
りにいっぱい見つかると思いますよ。先入観に らわれるのを
や
めて︑実際に生きている生き物の現場 見るということが大切
な
わけです。そうすると︑生き物は共存在している
―
共に存
在している。ある生き物が生きていくためには別の生き物が生きている必要があり︑共存在をする いうか ち 地球 上で続いてきた。そこで重要になるの ︑場というも なわけです。場に興味を持つ人は︑ぜひ﹁場の研究所﹂へ訪れてほしいと思います。生き物が生きている状態を理解したかったら︑生き物 コミュニケーションを理解してほし と思います。〈いのち〉について認めてよい真理： 〈いのち〉の二重性そういう中で︑ ︿いのち﹀について認めてもよい真理というも
のがあると思います。私はそれを二重生命と呼んでいます。 ︿いのち﹀の二重性と言ってもいい。
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それはどういうことでしょうか。私たちの体は︑約六十兆個と
いう非常にたくさんの細胞からできています。その細胞はそれぞれ︿ のち﹀を持って生きているわけですね。それぞれは︑生まれて生きて死ぬ︑ということをそれぞれ独立にやっている。そしてその全体を包んでいる体︑ 個体とし の︿いのち﹀
―
︑
私だったら清水博としての︿いのち﹀と うものがあって︑その中に細胞の︿いのち﹀がある。じゃあ清水博の︿い ち﹀はどこから来たのかと言われると︑それこそ本日の大切な問題ですね。これをもう少し広げて考えてみると︑地球として ︿いのち﹀があって︑その中にいろんな生き物が生きて︑そこで生まれて生きて死んでゆく。
私たちの体の中で細胞が死ぬということも︑私たちの生命現象
です。細胞が死ななければ︑ たちも生き けません。たとえばどこかからウィルスに感染して︑インフルエンザになったとしますね。 私たちの体には免疫という反応
がありますが︑ こ
れによっ
て体の中で新しくさまざまな細胞 どんどん作っ い す。でもその中でこのウィルスと関係 いものは死んでいく。このようにして︑鍵と鍵穴 ようにウィルスにくっつく細胞ができてくんです。つまり︑多くの無関係な細胞の死ということが生命現象な
んです。 ︿いのち﹀ということを見ていると︑それがわかるん
です。ものとして生き物を見ていると︑このことはわ りませ 。
みなさんにも︿いのち﹀があって︑みなさんが死ぬときはどうなるのかという問題は︑みなさんご自身の問題ですよ。みなさんはただの物質になる
―
︑そういうことでいいのですか。
弱者を切り捨てることは、未来を切り捨てることになる話をもどしますと︑地球の上に弱者がいなければ︑強者も存在
できません。人間が一応強者だ す と︑人間は毎日何かを食べていますが︑人間を食べてい わけじゃないですね。自分よりも弱いもの
―
弱者を食べている。そのとき︑もし地球が無限に広
ければ︑弱者をいくら食べてもま 湧いてくるわけですね。イワシ
っていう魚はどれだけ食べてもいいんだと︑以前はそう思われ
ていました。食べてもまたどこかから湧いてくる︑ 。けれどこれは︑地球が無限に広ければ︑です だけど実際はそう 。地球は無限ではないわけです。イワシを全部 ら︑イワシはいなくなる。ウナギはもうそうなっていますね。あるいはマグロもそう っているでしょう
そうすると︑強者の存在を決めるものは何かというと︑弱者で
あるということになります。強者が弱者の存在を決める︑ということが言えるのは︑ が 大のときだ 地球が実は小さいということになると︑逆になってくる。そうすると︑わずか
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な弱者をとろうとして︑強者同士のぶつかり合いが起きる。今︑国際関係でややこしいことの一つが︑強者同士のぶつかり合いですね。たとえば中国と日本の間で起きていることは︑地球が無限に広ければ起きないであろうことです。そう う をきちんと考えずに︑いつまでも強者の論理だけに立っていくと︑生きてけないわけです。
さきほど申しました大きい︿いのち﹀の中に小さい︿いのち﹀
があるということ︑これが︿いのち﹀がコミュニケーションをして生きている︑コミュニケーションをして存在する生き物のかたちなんです。二重の生命と うかた す。大きい ︿いのち﹀がコミュニケーションの場 なって る。場と うものが︑実は大きな生命体の生命なんですね。 ︿いのち﹀の場 いっても 。ちょうど私は今そういう理論を作っているんですが︑小さ 生命体の︿いのち﹀が︑自己組織 仕方でみずからつ がって︑大きい︿いのち﹀になって く。そ
ういう議論は世界にまだない
ので︑私は生きているうちにそれを作ろうと思っているわけです。「市民の論理」の裏には「強者の論理」が隠れている市民ということがよく言われますよね。ですが︑市民の論理は︑
もう古いです。どうしてかと うと︑市民の論理は一重生命の論
理です。だけど実際生きていくには︑二重生命
―
場の中の︿い
のち﹀という状態にならないと︑コミュニケーションをしていく形はできません。だから一重生命の論理と二重生命の論理はぶつかります。
イスラム国に参加する若者が増える一方ですよね。なぜか。あ
そこで一重生命と二重生命の論理がぶつかっているからです。どっちが良いとか悪いとか︑そ いうことは言 ません。やはり市民の論理も︑市民の論理以下の状態から見れば必要なものし︑非常に大事なことです。フランス ような国では︑市民の論理を非常に尊重しています。 けれど︑ 二重生命というかたちでずっと生きてきた国があるとしたら︑市民の論理の一重生命の たちでは生きて
いけないわけですね。ですからそこでは両方の論理が
ぶ
つかります。ぶつかったときに︑ほとんどの場合︑一重生命
負けてしまいます。
弱者を切り捨ててはいけない！これはベトナム戦以降︑ずっとアメリカが経験してきたことな
んですよ。アメリカは結局一つも成功し いないでしょう。場にくっついたものがあって︑それと個人が戦っても︑場をつぶすとはできな 。個人 戦 勝てるのは︑個人しかないわけです。
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つまり︑弱者を切り捨てようとしてはいけないんです。弱者が
あって強者も生きていくし︑弱者と強者が一緒に生きていくから︑共存在の場ができる。強 とか弱いとかそういうことに関係な ︑地球の上で一緒に存在している いうこ に価値 あるんです。今はそういう時代です。一緒に存在して︑そこで何をやっているのかというと︑それはおたがいに︿ のち﹀を与え合うということです。これはボランティアなどのかたちで人間が学んできたことですね。自分の︿いのち﹀を自分だけでキープ て たら︑これは自己中心主義になってしまいま
居場所となるところに自分の︿いのち﹀を差し出すこと︑こ
れを私は︿与贈﹀と言っています。この︿与贈﹀と うことがいくつか起きると︑そこに居場所 が生まれてくるのです。家庭というものを見ていたらわかりますよね。家庭も一つ 生き物です。人間がいなければ家庭も生 れない そ は︑たんなる住宅です
よね。人間がいるから家庭になるんです。人
間の ︿いのち﹀ があるから家庭になるんですよね。人間の ︿いのち﹀がそこで一体何を生み出しているのか。家庭 住むときは 自己中心主義で生活したら家庭は崩壊しますよね。今日子供の笑顔が見たいな︑と︑お父さんが乏しい財布を た てケーキを買っていく
―
それは家庭の喜びになるわけです。自分が差し出す
ということ︑与えるということが︑喜びになるわけです れが
︿いのち﹀の︿与贈﹀というものです。だから︑家庭に犬がいるだけでも違いますね。犬は家庭に︑犬としての︿いのち﹀を︿与贈﹀してくれます。そうすると︑人間の方も︿与贈﹀したくなる。そういう関係があって︑生きものの共存在ということが起きていく。
この︿与贈﹀の関係を︑家庭の中だけじゃなくて地域社会に広
める︑さらには地球に広めることが︑これから必要 なっていくわけです。たがいに与え合う関係になって︑弱いものも強いものも︑
弱い・強いということを問わずにみな大切で︑存在してくだ
さ
って本当にありがとうございますと︑おたがいにそういうこと
を言っていけることが︑今求められていることなんです。
強者の論理から弱者の論理へ人間が存在しているということは︑生きていく
0
ということなん
です。 存在しているということは︑ いま生きて る
0
ということじゃ
ないんですよ。生きていく
0
︑―
という形で未来に向かって能動
的に存在している︑これが︿いのち﹀の活
はたら
きとともにあるという
ことです。
生きていく
0
ことができないと︑ ︿いのち﹀の活
はたら
きがおかしくなっ
てくるということです。たとえば︑会社に勤めている。上司か
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らどんどん仕事を押し付けられてしまうと︑そこで人間として生きていく
0
ということがわからなくなっちゃうわけです。これ
だけのことを今日中にこなさないといけないということに忙しくなって︑ 与え合うということ︑ ︿与贈﹀があって 上司にとっても自分にとっても い居場所ができるのに︑そう うことがなくなっている。生きものというのは︑さきほども言ったよ に︑与え合いのネットワークの中に存在しているからこそ 強い人も弱い人もそれとして価値がある です。そういう与え合いからはずれてしまったら︑その本人が自分に価値があ と思っていたとしても︑地球的 意味では価値 ある は言え わけですね。
弱者の論理というものは︑家庭のことを考えたらよくわかりま
す。家庭がうまくいくと うことは︑家庭 中で一番弱いものちゃんと生きて けるということです。赤ちゃんが生まれた︑けれどこれは弱いからどうなっ い︑ということでは
ないです
よね
。
赤ちゃんがきちんと生きていける︑これが家庭なんです。
これは赤ちゃんだけが生きて ける︑ということではもちろんないわけです。一番弱い赤ちゃんが生きていけるというこ は︑そこではみんなが存在できる みんな 幸せに存在できるから庭がうまくいく。つまり弱者の論理とい のは︑共存在の論理なんです。
強者の論理というのは︑そうじゃないですね。ヨーロッパに行
くと︑自分が生きていくだけが大切で︑弱いものはどうでもいいということを言う人がいますね。仏教というのは弱い者の論理だからいかん︑ 。そ いうことを言うのは︑強者 論理を自分が信じている らです ハイデガーの哲学というのはヨーロッパの存在論として有名ですが︑それはとことん考えていくと︑強者論理なんです。日本に住んでいて良いことの一つは︑弱者の論理を知っているということです。弱者の論理と うのは共存在の論理で︑これは わば︑弱者も強者も
存在できるという
︿
いのち﹀
の居場所の理 です。さきほどお目にかけたような植物は︑強い・弱いで生きているわけ ゃな ん 。共に生きて くことによって︑生きていけるわけ だからそのため ︑何かを与えているわけです。一緒に生きているメリットがな れば こういう状態になるわけがないんです。
自然の大災害によって教えられてきた弱者の論理日本人は大災害の地 住んでいますよね。いつ大地震が起きて︑
いつ津波が来るのかわからな ︑そういう所に住ん 。自然の脅威を昔から感じている。それなりに居心地の良 場所という優しい母としての自然と︑大災害というかたちの厳父 厳しさ
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しての自然という両面が︑日本の自然にはある。私たちは厳父の厳しさをもって︑自然とは何であるかということを教えられてきたわけです。そういうことが代々積み重ねられていきますと︑これは弱者の論理になりますね。そこでは︑死んでいく人は死んでいけばいいじゃないか︑とは言えないわけです。一緒 生きていくことができないと︑コミュニティというものはできな ですよね。今︑東日本大震災の後︑なかなか復興 進まないのは︑お互いがいきなり強者の論理を出 くるからなんです。弱 人をどうするか︑そこから始まらないと け い。弱い人のために何かを与えることができ それが喜びである
―
︑そういうふうに
なっていく必要があるわけですね。そしてそ 弱者の論理が︑家庭におい も弱者の居場所を作ると う母 知 母性 して代々伝わってきたと私は思っています。
自然の大災害が少ない近代の欧米は「強者の論理」ヨーロッパに行って向こうの家庭に接してみると︑やはり最終
決定権を持っているのは父親です。宗教もそう う格好になってい
る。そこが日本の家庭と違うわけですね。私たち日本人は︑社
会的には男性がいろいろ活躍するけれども︑家庭に入ったらやはりどうもお母ちゃんには頭が上がらない︑と。まぁ︑私なんかは
頭下げっぱなしで生きてるわけですけれども。みなさんもそれに近い状態じゃないかと思うんですが︑いかがでしょうか。
でもなぜそうなっているのか。私たちは女性を通じて弱者の大
切さを学んでいるんですね。私も以前は家内のことをそれほどは評価していなかったんだけれども︑犬を飼ったときに家内の偉さがわかったんですね。なぜかと言う が今何を考えているかということが︑家内にはわかるんです。私には犬の考えていることなんて全然わからないんですが︑家内はいわば場のコミュニケーションができる けです。ああ︑こういうこ で子供を育ててくれたのか︑と︑初めてわかったんです。そ はやっぱり本当の知だと思いま
すね。
欧
米には︑日本のような自然災害はあまりありません。だから
父親と母親の関係が日本とは違ってもいいわけです。それで欧米では強者の論理による女性論 いうものが生まれてきた けですが︑これは一重生命 です。
今︑日本政府も女性が活躍できるようにいろいろがんばってい
て︑女性が強者として伸びてい ︑自分がしたいように未来を作れるということを目指 いますね。私もそれ 大事なことだと思うのですが︑ こ 申し上げたい は︑弱者の論理による女性のあり方というもの 日本にはある︑そしてこのこ ︑これから私たちが地球の上で生きていく上で本当 大切な もし
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れないということです。
昔︑下田歌子女史がここに大学を作られた。その心の中に何が
あったか私にはわかりませんが︑家政という考えの根底にも︑やはり弱者の論理というものがあるんじゃないかと私は思っています。これはぜひこの下田歌子研究所で研究して ただきたいと思うことです。
ほんとうの豊かさを求めて（ 〈いのち〉の居場所）地球や私たちの未来を考えていると 本当の豊かさって何だろ
うかと思います。私は︑私たちが︿い ち﹀を作るという能力を持っていると思っています。たとえば病気になった きに︑病気の細胞に代わ 新しい細胞がいっぱい生まれるでしょう。私たちの中に︿いのち﹀を作る力がなければ︑そんなことはできません。良い家庭を作るということだって︑みなさんが︿いのち﹀を作るというはたらきを持っているから︑家庭の︿いの ﹀と うもが生まれてくる だと私は思って そして︑そういうことを経済の一番基盤に置きたいのです。
私たちは︑印刷されたお金そのものに価
値があるものだと思っ
て
いるわけじゃありません。 は何か 価値を表現している記
号です。では︑その価値と 何だろうか とことん考えたら︑そ
れは
︿いのち﹀というものではないか︑ 富というものの根底は︿い
のち﹀ではないかと私は考えています。つまり︑本当の豊かさという は︑ ︿いのち﹀という富を増やしていくことだと︑私はそう思っています。豊かな社会というのはお金を持ってる人がいっぱいいる社会で なくて︑ ︿いのち﹀が豊かで︑そこにい こで幸せな感情を持って生き いける社会のことなの はないでしょうか。豊かな家庭︑というのも︑同じことだと考えています。
これからの社会の理念というのは︑このような︿いのち﹀の豊
かさということに置かなく はいけない と私は思 ます。そてそのためには︑弱者の論理が広まるというこ が大切だと思います。 うすると︑そこで一番大切にしな れば らな ︑弱者が持っている問題なんで
す。弱者が生きていくために必要な
問
題を︑いろいろな立場の人が︑立場を超えて共有するというこ
となんです。そうし ︿いのち﹀の居場所として 地域社会を作り上げる。
たとえば大震災のような災害があった地域をどのように復興さ
せていくか。それには︿いのち﹀ 居場所を作りましょう︑とうことです。そこに行ったら豊かな思 で生きていける︑そ いう
社会ができたらそこへみんな集まりますよ。 ︿いのち﹀の居場
所には過疎化がありません。
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地域社会を「 〈いのち〉 のドラマ」の「舞台」とする居場所づくりこれからの というのは︑ ︿いのち﹀の﹁大きい家﹂に
なる必要があります。ここで言う﹁大きい家﹂というのは︑みんなが与え合うことによって弱者を大切にするドラマが生まれる︑そういう居場所の です。
たとえば日本には今いっぱい高齢者が ますね。高齢者を介護
する介護士などの専門家を増やすのも大事なことで が︑それだけでは経済的にパンクしてしまいま 。第一︑高齢者が増える割合と同じくらいに介護の専門家を増やすという と自体が難しいですよね。このよう 社会 高齢化に伴ってさまざま問題が出てくるのですが︑ そこで大事 は︑ ﹁助ける者﹂と﹁助けられる者﹂を分けないということです。これはつまり︑弱者の方 問題を共有して︑共に生きるということです。助け合うということ︑ ︿いのち﹀を差し出すということですね︑それ 喜びになるような社会を作らなければいけな んじゃないか と。
よく︑高齢化やさまざまな問題の﹁
専門家﹂という言い方をし
ま
すね。そういう人たちに重きを置くこと︑そういう人たちが必
要だということは認めますが︑だけどそれだけ 問題は解決しない。専門 ものを一回捨 ないと けません。自分の専門と
違う人の問題をちゃんと受け止めて話を聞くということです。知恵を合わせて︿いの ﹀をつないでいくという︑そういうことが必要です。
北海道浦河の「べてるの家」北海道の浦河に﹁べてるの家﹂というところがあって︑みなさ
んもご存知かもしれませんが︑そこには精神障害 持っている人たちの病院があります。その病院では最初 専門の先生が患者さんを診ていたんですが︑そのかたちではどうしてもうまくいかい。ということで︑患者さんたち自身がそこの主人になっちゃったわけですね。つまり ﹁助ける﹂ ﹁助けられる﹂と う関係 超えた新しい世界が生まれてきた。それが﹁べてるの家﹂なんです。
そのかたちを作っていった向谷地さんという介護の先生の話を
聞いてみる
と︑その活動が根底では︑キリスト教のパウロの影響
を
受けていることがわかります。パウロはどういうことを言った
か。
﹁私は弱いから強いのです。弱さを誇りましょう﹂ 。つまり弱
さというものが︑弱点ではな んです みんなが弱さというものに注目して生きていくということによって︑温いつなが が生まれるということなんですね。つながりの中にあるから強いんです。宗教ってこういうものなんですね。神様と う実体があっ ︑と
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いうのではなくて︑そこにあるのは大きな居場所の︿いのち﹀の活はたら
きを受けることです。では︑その︿いのち﹀の活
はたら
きが自分の中で活
はたら
くようにするに
は︑どうし らいいのか。たとえば家庭の︿いのち﹀というのはみんなで作って るわけだ ら︑個人の︿い ち﹀とは違いますね。だけど家庭の中に入っていくと 自分がなんだかほっとする。これは︑家庭の︿い ち﹀が自分の中で活
はたら
くからです。パウロと
いう人は︑ ﹁信徒の身体 神様 神殿だ﹂という とを言ってる。みなさんの中に神の活
はたら
きがあらわれる︑と。だから弱さを誇りま
しょうと こと なる。強さということだけに注目したら︑ ﹁べてるの家﹂ んてすぐ潰れちゃう。弱 と ろへ目線を移 から︑そこに新し 社会が見えてきたわけです。
南愛知の医療生協（開かれた助け合いの場）南愛知に﹁医療生協﹂というのが生まれています。これ 伊
勢湾台風で二メーターを越すような波が押し寄せ て 五千人くらいの
人が死んだ。で︑そこに診療所を作りましょうというこ
と
で︑地域のお医者さんが小さな診療所を作った。それをバック
アップしたのが︑地域の女性たちなんです。女性の活
はたら
きによって︑
あの地域の﹁大きい家﹂ができて︑今や開かれた助け合い 場
なっていますね。 どんどん発展している。 これは与え合う関係です。
それで︑そこに﹁なも治療﹂というのがあるんですね。 ﹁なも﹂
というのは︑名古屋の人が﹁～なも﹂といったように最後につける言葉があるんですが︑これは打ち解けた関係のときに使う言葉です。そしてそこでは古い住宅があって︑認知症の方が何人か一緒に生活しているんですが︑さきほど言 たような専門家と専門家じゃない人︑ 関係ではなく︑みんなが助け合う関係としてそこに入ることができるんです。そう ると︑自分はそこでこういうことをやれる︑ということをそれぞれ 発見するわけですね。自分がこれをや みんなが喜ぶんだ
︑と。そういうこ
とを通じて
︑
認知症がよくなっていく。そういう治療が今︑ ﹁な
も療法﹂という名で呼ばれて ます。
生協しまね「おたがいさま松江、おたがいさま出雲」それから︑島根県に﹁生協しまね﹂というのがありまして︑そ
こで何年もかけて組合員がたが に助け合う﹁おたがいさま﹂という組織を作ってみたら︑それがいつの間にか広がって生協だけではなくて︑いろんな組織の人が一緒になり︑ れ 行政もつながって︑ ﹁おたがいさま松江︑おた いさま出雲﹂といった社会的な﹁大きい家﹂ができはじめたということ 。そこでは困っ
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たときには気軽に声をかけられる︑おたがいさま関係が必要じゃないか︑というわけです。つまり︑ ﹁看る人﹂と﹁看られる人﹂という関係ではなくて︑みんなが同じ弱者としての立場に立つということです。たがいに弱者の立場に降りていくことが︑地域社会を﹁大きい家﹂にして る。そこでも︑そういうものを作っていく創造的な活
はたら
きをしているのは︑その地域の女性の方々です。
家庭の中の知恵を地域に開くことによって︑新しい世界が生ま
れてくることがある 思います。家庭に閉鎖性があれば︑やっぱりその限界にぶつかりますね。だ らそれを社会 うまく開くと。 開き方を発見すれば︑ そこ 新し 世界が生まれるんです。
女性には〈いのち〉の夢を育てる愛の力がある！女性による 共創こそが地球の夢でもある！私は︑ は︿いのち﹀ 夢を育てる愛の力を持っていると思
います。私自身のことを考えましても︑私の父親は︑ ﹁早く就職しろ︑いつまで学校に行っているんだ﹂と会うたびに言って ました。けれど︑母親には夢があったんで
すね。私はその夢に助け
られていました。
それと担任の先生にも︑私は商売したら危な
い︑ ﹁お前︑父親の跡だけは継ぐなよ﹂ということを言われまして︑それで学問をやることにしたんですけれども︑ そ いう︿い ち﹀
の夢を育てるというところが女性にはあるわけです。︿いのち﹀ には夢があります。 それを育てる愛の力を︑ 女性は持っている。そしてそうした︿いのち﹀の夢を︑自分の家庭だけではなく ︑社会に広く開くことによって︑新しい社会が生まれてくる。その中で︑自分も生かされていくんです。それによって生きがいのある一生を送ることができます。そうして︑ の人の持っている︿いのち﹀を︑次 人が受け取って続けてくれる。つまり︑女性によ ︿いのち﹀の夢 共創ですね。女性の共創 ﹁共 創 ﹂ことには︑日本の状態︑そしてこれからの世界を変えていく可能性があるんです。どうもご清聴ありがとうございました。
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︿いのち﹀とは︑すべての生きものがもっている存在を持続させようとする能動的な活
はたら
きである。
地球における〈いのち〉の持続性ということを、もっと真剣に考えなければいけないのじゃないか
　 ─
資本主義経済の競争原理がこの︿いのち﹀の持続性を
難しくしていることは︑地球の温暖化現象や福島原発の放射能事故の影響がいつまでも収束しないという経験を通じて︑もう十分わかっているのではないか。〈いのち〉について認めてよい真理： 〈いのち〉の二重性⑴生きものは地球から︿いのち﹀を受けて生まれ︑地球の一部と
して︿いのち﹀を持続し︑ そして地球に︿いのち﹀を返して死ぬ。
⑵細胞の活
はたら
きによって個体がその︿いのち﹀を持続させて生き
るように︑地球は生きものの活
はたら
きによって︑その︿いのち﹀
を持続させながら生きている。
弱者を切り捨てることは、未来を切り捨てることになる弱者がいなければ︑強者は地球の上に存在できない。それは
弱者の︿いのち﹀を受けなければ︑強者の︿いのち﹀が持続しないからである。
地球が無限に広ければ︑弱者はどこからか湧いてくるが︑地
球が狭くなれば︑強者が弱者を食いつぶし︑やがて弱者が強者の未来を決定する力をもつ。そこで︑強者の間で深刻なつぶし合
いが始まる。「市民の論理」の裏には「強者の論理」が隠れている市民の論理も地球に向かって使えば﹁強者の論理﹂となる。市民になれない者に向かって使っても﹁強者の論理﹂となる
から︑
﹁窮鼠猫を食む﹂の状態になる。
グローバル化した資本主義経済は ﹁市民の論理﹂ を武装させる。
清水
  博
  「女性と〈いのち〉の場づくり」
 
 
資料
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弱者を切り捨ててはいけない！強者の論理は︿いのち﹀の一重性弱者の論理は︿いのち﹀の二重性弱いから必要ないのではなくて︑弱い︑強いとかに関係なく︑
共に存在していることに大きな意味があり︑また価値がある。
つながっているということ ︑互いに与え合う関係のなかに
自分の存在も位置づけられているということだ。
与え合うことによって居場所 ︿いのち﹀が自己組織される。強者の論理から弱者の論理へ生きものの存在を回復させるのは︿ のち﹀ 活
はたら
きだ。
存在を回復させる︿いのち﹀の居場所とは︑ ︿ ち﹀ 自
己組織がおきやすい場所のことだ。
弱者の論理とは共存在 だ。それは結局のところ︑強者
も弱者も共存在できる ︿ のち﹀ の居場所を共創することなのだ。
自然の大災害によって教えられてきた弱者の論理絶えず大災害に見舞われてきた日本列島に住んで︑厳父の厳
しさをもって教えられたこと︑それは弱者の論理であった。
その弱者の論理が︑家庭においても︑弱者を包む︿いのち﹀
の居場所をつくる母の知として受け継がれてきた。
自然の大災害が少ない近代の欧米は「強者の論理」強
者の論理における女性論︵一重生命論における女性︶
弱者の論理における女性論︵二重生命論における女性︶ほんとうの豊かさを求めて（
〈いのち〉の居場所）
︿いのち﹀という富を増やしていくことに︑これからの社会の理念をおくべきだと思う。そのためには弱者の論理の活用が必要であ 。伝来の母の知を社会に開いて ︿いのち﹀ の居場所を共創しよう。南愛知の医療生協︑生協しまね﹁おたがいさま﹂
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伊藤――
 
清水先生どうもありがとうございました。まだ残りの
時間がございますので︑これから会場のみなさまとの質疑の中で︑先生のお考えをさらに深く伺っていきたいと思います。
その前に︑司会の立場から︑先生の今のお話を伺ってのお話を
したいと思います。いま先生のおっしゃっていたことと下田歌子の考えとを少しつなげて申し と︑下田歌子と う は︑まさに家政というもの︑家というものを大事にして︑家政学の教科書を明治のかなり早い時期に書 た女性でしたが 下田はその家政を︑男性がやっているような国政や外政に対 て︑内政
―
まさ
に内の政なのだ︑と︑これが女性が担っている大事な役割なのだと説いていました。男性たちがやっていることは︑今日の清水先生のお話で言えば︑一重生命というか 強者の論理に近いも があるのかもしれない︑でも女性がやっている内政という は︑弱者の論理というか︑弱 者もそこ 中で生きていけるよ な場作る
ことであり︑
それは男性たちにはできないことなのだ︑と。
だからこそそのこ に誇りをもってやっていかなければ らない
のだということを︑下田は言っていました。
たとえば下田は家政と並ぶ女性の大事な役割として︑趣味の源
泉たることをあげています。趣味といっても余暇的な楽しみのことだけを指すのではなくて︑ 豊かな美的な要素とか︑ 日常をちょっと楽しくすることとか︑そういうことは女性こそができるのだというようなことを言っているんですね。
たとえば下田は︑こういうような言い方をしています。 ﹁女性
美は︙︙優雅高尚で︑和気藹
あひ
あ々ひ
たる点に存するのでありますから︑
男子が常に外界の事業に従事して︑頭脳を使役し体力を竭
つく
し︑殆
ど空漠無趣味の人とならうと 時に 婦人の優美温雅なる慰藉内助によつて︑其 精気を復活する事は︑宛
さながら
然重病者が仙薬を得
た様であると云はれて居
を
ります﹂ ︵ ﹃婦人常識訓﹄ ︶ 。少し男性に対
しては失礼なようなものの言 方である気もする ですが︑女性が
持っている力というものについて下田の言っていることと︑清
水先生が女性に期待されていることとは︑おそらくつながってくるのではないかと思います。
質疑
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では︑ どうぞここから︑ みなさまいろいろなお立場の方がいらっ
しゃると思いますので︑ご質問︑コメントでもけっこうです︑何かある方は手を挙げてご発言いただければと思います。会場１――
 
目白大学の吉原と申します。今日は何年ぶりかで清
水先生にお会いしました。
ひとつお訊ねしたいのは︑日本では︑私の記憶では一九九七年
あたりから︑ ﹁連携﹂という言葉がよく使われるようになりました。実際に行動に移すような種類のものなのか︑言葉だけなのかはよくわかりませんけれども︑こういった言葉がよく使われるようになっているということは︑今の資本主義の競争原理がうまくいかなく た証左だと私は思っています。
それで︑ 先生のおっしゃる共存在の原理︑ そのキーワードは﹁連
携﹂じゃないかと私は思っているんですけども︑先生 こ 点はいかがお考えでしょうか。清水――
 
存在ということはどういうことかというと︑それはさ
きほども言いましたように︑未来へ向 って生きていく
0
というこ
となんです。未来がなくて単 ここにいる
0
というのは︑存在じゃ
ないんですよ。だから今︑日本の社会では存在が損なわれ るわけです。
じゃあ存在を回復するにはどういうことが必要なのか。そこで
求められるのが弱者の論理なんです。弱者の論理ということは︑弱者も生きていける状態をあらわします。私はこれを﹁弱者を含めた︿いのち﹀のドラマ﹂と言っています。未来に向かって続いていく状態を作る
―
それは自分が﹁取る﹂だけではできません
から︑これから大切なことは︑いかに﹁与える﹂かということです。それは今の時代の人々の目にも非常 魅力的に映る 思います。大学などでもそういう雰囲気は出てきていて︑たぶん共生ということがこれからの大事なキーワー として出てくると思うんです。
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︿いのち﹀を与えあうという︑ そういう大きい意味でのドラマが︑地球の上で続いてきています。そういうドラマを︑たとえば料理なら料理 哲学とし 表現すること
―
他の生き物の︿いのち﹀
をいただくというこ の意味はどういうことなのかなど いろいろと考えていくことが大切です。︿いのち﹀をもっているものが一緒にいようとするならば︑それぞれがまったく同じも にはなるということはできません。一卵性の双子 生まれ出たら︑一緒に生き ると︑どこか変わらないといけない。なぜかという ︑私たち 存在が未来に向 って一緒に生きていく
0
もの︑ある意味でドラマを作るものだからで
す。そのとき︑私たちの存在は未来に向かってシナリオを与えられているわけじゃなく ︑シナリオを作りながら生きている。それを私は︿いのち﹀のドラマと呼んでいます。ところが︑ドラマの中でまったく同じ役をする人が二人いたら︑ドラマが動か くなってしまいま
す。だから︑それぞれが自分の未来を作りながら
生
きていくということが必要なわけです。それと︑たとえば今 こにテ㆑ビを百台並べて置いて︑放送局
の電波を受けたら︑みんな同じも を見せるわけですよね。生命の世界というのはそういうものではなくて︑それぞれが違うかこそ広がるわけです。
みなさんご存じのように︑電子は︑たがいにまったく同じ状態
にはならないように動くんです。まったく同じ状態になってもいい素粒子もあって︑それは﹁ボゾン﹂と言います。光の粒子である光子は﹁ボゾン﹂ですから︑みんな同じ状態になります。そうすると㆑ーザー光のように強い光線になります。しかし︑そうすることで一つの状態に固まってしまうわけ
ところが宇宙が広がっていくことができるのは︑おたがいに同
じ状態にはなれないという電子のような﹁フェルミオ いう粒
子があるからなんです。 ﹁フェルミオン﹂には同じ状態にはな
れないという性質があ
からこそ︑拡がることができるんです。
こ
のようなことは人間の知としてまだ十分ひらかれていません
が︑一緒に生きて く﹁大きい家﹂というもの 中では︑それぞれが違わなくてはいけないんです。そういうことを私たち もっと学ばないといけませんね。共存在とは ものです。みんな一緒の状態になるということではないんです。みんな違うということなんです。みんなが違 ことによって問題を解決するのが︑共存在伊藤――
 
清水先生ありがとうございます。
今のご質問で︑ ﹁連携﹂という言葉が出てきたのは︑資本主義
のある種の限界ゆえなのではないかと うご指摘があって︑このことは資本主義についての先生のお考え も関係してくるんじゃ
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ないかと思うんですけれど︑いかがでしょうか。清水――
 
申しわけありませんが︑音声が四十％以下しか言語と
して聴き取れないという難聴のために︑勘を交えてお言葉を理解しているために︑ピント外れになっ 点があるのではないかと思います。競争に勝つために連携するということもありますから︑それだけでは何とも言え という気がします。
今の日本社会は︑二つに分かれているんじゃないかと私は思い
ます。一つはＴＯＹＯＴＡさんのような大企業に代表されるような︑資本主義の道で グローバル化された資本主義 道を進んでいく状態です。だけどそれだけでは生きて けない人も っぱいいる。
私もときどき地方へ行きますけれど そういうところでは︑生
きていく
0
ということが︑売ったり買ったりというかたちを超えな
いともう続かないという状態になってきていますね。過疎地域ではそういうことが起きて ます。そうすると︑今 でと違っ 原理―
私が先ほど言ったような︿いのち﹀という富を大切にする
原理︑そうい ものを重視す 動きが始まってい わけです。中小企業は主にこちらの方向に動 て ると思います。大企業と中小企業とが︑そうい よ にそれぞれに分かれて るというのが︑日本の現状じゃないかと私は思います。
場の研究所のような研究所は︑大企業からは一銭もいただけな
いですね。だけどもう十年ＮＰＯをやっています。こういう取り組みを続けさせてもらえる
―
︑サポートしてくださる方が日本
にはいらっしゃるんです。来月にはつぶれるかつぶれるかと言いながら︑ちゃんと十年続いてきた。やっぱりすごいことだと思います。そういう底流があって︑そこからひとつの未来へのかたちが模索されるんです。
ピケティというフランスの人が資本主義について書いた本があ
りますね。彼のような考え方も一つの考え方ですが︑あれだけじゃないです いま言ったよ に︑生命の底流をちゃんと作っていくという方
向に国が変わっていく
―
︑そういう可能性も日本
は持っていると うことで
今大企業がやっているような資本主義を︑こ まま何年続ける
ことができるのか︑ということですね 資本主義が進められ いる一方で︑日本の国の借金が増えて ってい わけでしょ。いつまでこのようなことをやってるん か。どこかで何かが起きたらもう
―
︑お金というのは現実の富を反映していないわけです
からね︑これは現実の富を反映して とみんなが了解してしまった ︑おしまいですね。だからその きに︑現実 富とは何であるかということをちゃんと考えておく必要 ある 私は︿のち﹀の豊 さというものが富だ 思っ います。
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伊藤――
 
ありがとうございます。では土井さん︑お願いします。
会場２――
　 ﹁おいしいもの研究所﹂の土井善晴でございます。
清水先生には︑以前からいろいろとお話をうかがう機会があって︑今日も随分と私の家庭料理と う仕事 の関わりに共通するお話をうかがことができ︑また︑さきほどの伊藤先生の﹁家政﹂というお話も私の仕事とたいへん重なるところがありました。
たしかに女性というのは︑お料理を一つ差し出しても︑小さな
ことに喜んでくれるんですね。ですから喜んでもらえるという点では︑お料理する側にとっても女性というのは て ありがたくて︑嬉しく思えるんです。ですから︑下田先生 言葉にありました﹁男性が趣味をいつのまに ど に落としてきている﹂ということに︑私はすごく共鳴するところがありました。
そんな中で︑清水先生がお話しされた︑女性に ︿いのち﹀の
夢を育てる力がある︑ということは︑私 ありがたい言葉だったと思い
ます。そういう︿いのち﹀の夢ということについ
て
︑もう少し詳しくお話をうかがえますでしょうか。こういう場を離れて現実の生活にもどりますと︑資本主義の大
きな流れの中ですぐに忘れてしまう けれど存在として大事な価値をもつことについて︑具体的な言葉あるいは方法やメッセージをお話しいただけたらと思います。
清
水――
  ︿いのち﹀という富が︑土井先生が作られている料
理にはあるんですよね。それに対して︑そこらで買って食べるものは︑なぜおいしくないのか。そういうものを毎日を食べ続けていると︑拒絶反応が体から出てしまう。これを︿いのち﹀という富と う点から︑ご一緒に考えてみたいと思うんです。
いま︑ ﹁情報﹂にかたちを与えるということは︑すごく大事な
ことなんです。かたちを与えること ︑ ﹁情報﹂ い ものが︑ＩＴ的なものから﹁意味﹂という方向へ変わっています。ＩＴ化された﹁情報﹂を携帯でいじってるだけでは それは さ ﹁情報﹂で︑量産できるようなも になってしまうわけです を﹁もの﹂のかたちにする︑
﹁もの﹂を作ることで︑自分自身の行動
や行為が関わっていくわけです。自分の活
はたら
きが関わっていくため
には︑やはり﹁もの﹂のよう かたちじゃない 共存在 ならない。
さきほど写真をお見せしましたが︑私はお天気がいいと︑自然
から学ぶんです。私がマスターで写真を撮 んじゃな んですね︑自然がここを写してほしいと思うものを写さ いといけす。そういう とによって︑さきほど ようなことをいろいろ発見するわけですね。 ︿ のち﹀を写すと言 もいい。 ︿ のち﹀というのは目に見えないものであるけれども︑ここに︿いのち﹀の活
はたら
きがあって︑それを写す。みなさんにもそういう趣味を一緒
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に持っていただいたら︑そういう︿いのち﹀を写した写真をおたがい 見せあうことができます。それは土井先生の場合だったら︑料理と うかたちかもしれないで が︑ 重要なことは︑ そこに︿いのち﹀が写っているかどうか︑です。そこに個の存在を超える共存在
―
︿いのち﹀の共存在があるかどうかです。
単なる情報とか言葉を﹁もの﹂と結びつけるということをして
ほしいんです。そこに何か え くるものがあると私は思います。伊藤――
 
ありがとうございます。
いま土井先生のお話をうかがいながら︑女性はちょっとしたお
料理の盛り付け方とかでも﹁わあっ﹂と喜んだり︑ お洋服のちょっとした刺繍が可愛かったら﹁あ！﹂と気づ たりとか そ う︑いわばワクワクを見つけるのが上手な人が多いの な い 気がしました。それは清水先生の言い方をお借りすれば︑ ︿いのち﹀の色というか︑彩色︑鮮やかな色 いう のに気づくこ が︑女性は多いような気がします。
見田宗介先生という社会学者の方が
︑﹁いのちが沸き立つ﹂と
いうようなことをおっしゃっていますけれども︑そういう﹁沸き立つ﹂感覚を感じ取る能力に長け 女性 多い ではないか︑そしてそれは︿いのち﹀の共存在
―
﹁沸き立つ﹂というのは単に
個人的なものではなくて︑もっと ろいろなものとつ がって
る︑どこかすごく深いところから出てくるのかなというようなことを︑いまお話をうかがっていて思いました。
他にいかがでしょうか。
会場３――
 
実践女子大学生活科学部の河井と申します。私は十
代の頃︑清水先生の本はほぼすべて読ませていただいていたので︑今日はすごく楽しみにしてまいりました。
先生の思想の最近の展開の中で多く出てくる言葉で︑今日も出
ていた︿与贈﹀という言葉︑これは一般的には﹁贈与﹂と う言葉が使われると思うんですが︑両者の区別というのはどこにあるのかな︑と。 とえば︑ ︿与贈﹀という言葉は︑さきほどから言われていたよ
うに互助的な意味を含んだもので
︑﹁贈与﹂の方に
はそういう含意がないのだろうか︑とか︑あるいは集団や社会において︑ 具体的にはどのようなも が﹁ 与﹂ は区別される︿与贈﹀とし 交換されるのか︑あ いはそれは交換されるものではなくて︑一方的なも なのか
―
。この﹁贈与﹂と︿与贈﹀の境
界を︑先生はどのようにお考えになら て る かを かがえたらと思います。清水――
  ﹁贈与﹂というのは︑贈ったものに︑ ﹁贈与﹂をした人
のかたちが残ります。一方︿与贈﹀という は︑ ︿与贈﹀をした
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人のかたちを消すんです。そこが一番違うと思いますね。
最初は私も﹁贈与﹂という言葉を使っていたんですが︑どうも
﹁贈与﹂という言葉にはいろんなイメージがもう付いちゃっていますね。だから同じ言葉を使わない方がいいんじゃないかというサジェスチョンをいただいて︑じゃあ簡単に字をひっくり返しましょう︑と。それで生まれてきた言葉です。最初は違和感があったんだけれど︑いつも︿与贈﹀ ︿与贈﹀と言っていると︑どういうことかが明らかになってくるんですね。
たとえば︑死ということは自分の︿いのち﹀を︿与贈﹀するこ
とであると私は思っているんですけれども︑そのときに﹁私﹂のかたちは残らない方がいいと思 ま ね。 ﹁私﹂ かたちは消える。だけどそれ 一つの富と て︑地球の上につながっ く。それが美意識的にも一番いいように感じますね。かたちを残さないそういうプ㆑ゼントとい ものがあるんじゃ いか。
そしてそれは実際に︑ 喜び
になると思うんですね。 ﹁
私﹂が残っ
て
しまったら︑喜びは減るように思います。 ﹁俺は れをやった
のに︑あいつは感謝してないじゃな か﹂ か︑そういう気持ちになってきちゃうんです。 ﹁私﹂のかたちが消えるか こそ︑自分の本当の喜びになる だと思いますね。会場４――
 
以前﹁かわさき市民アカデミー﹂で先生のご講義を
受講させてもらった木下と申します。そのときに先生からうかがったお話の中で私の印象に残っていることを自分の住んでいる所の自治会活動に生かせないか 思い︑多少自分なり ア㆑ンジをしてやっていまして︑そのときのモットーとして︑ ﹁面倒くさいこと︑一見無意味と思われることに対して︑進んで喜んで楽しんで︿いのち﹀を差し出す﹂という を考え やっています。
元気なときはそれでいいんですが︑わからないこととかを役員
の方に相談すると︑一気にた かれるん すね。私はできるだけ与えているつもりなんですけれども︑自分が困
ったときには差し
出
してもらえない。
たたかれる一方です。 十五人の役員のメンバー
のうち︑男性は一人だけであ はみな女性ばかりなんですが︑たとえば自分の娘のことには一生懸命だけれど︑地域社会の面倒なことには一切力を貸そう しない︑ いうような女性たちの中にいると︑先生は女性の優れた能力のこと 言われていると思うですが︑逆に女性であっても女性本来 良さが出せ い︑本当に余裕のないような人たちの集まり ようなコミュニティで︑ ういうふうに場の︿いのち﹀を循環させ ったら かなと悩んで ます。この一年 自分なりに考えながらやってはみたんですけど︑やっぱりうまくいかない という現状で︑それ もこういう思いを捨てずに今後も自分 りに活動することが大事 のかなとは思うんですが︑先生のお考えはいかがでしょうか。
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清水――
 
やはり一番の問題は︑みなさんが自分の方に目を向け
てらっしゃって︑なかなか﹁与える﹂というその一歩を踏み出せないということですね。だから︑みんなでやるべき問題を発見する︑と うことが大事です どんなことでも一番大切なのは︑問題の発見なんです。答えの方じゃないんですよ。
私も︑寝る前に問題を発見するんです。私が今やるべき問題と
はなんであるか。それから︑その問題が︑毎日新しい問題であるということが大切です。何が問題であるか︑その本当の問題を発見すれば︑自分に自信が生まれます ︑説得力が生まれる 思いますよ。
でもそれは容易なことではないですよね。答えを探すよりも︑
問題を探す方が難しいかもしれません 問題 て ういうものんです。だけどそれは︑価値のある問題を発見するとい ことです。いま見えている問題の根底にある価値のある問題 は何 あるか︑それを考 ることで 。 ま上手くいかないこ は︑目の前
の問題ですね。それはなぜそうなっているかというと︑その奥
に
本当 があるわけです。 の本当の問題はどうすれば解け
るのか
―
︑それは自分に与えられた問題です。それを考えるべ
きですね。表面ばかりを見ないで︑どこからそれが出てい かを考える。それが見つかれば︑こう うふうに生きて けばい という方針が自分 見えてきま 自分の欲を持っていると 問題
が見えません。だから個人というものを捨てていかないと︑本当の問題というのは見えないです。伊藤――
 
ありがとうございます。では︑もうそろそろお時間に
なりますが︑最後もうお一方︑いかがでしょうか。会場５――
 
実践桜会の益と申します。先生にお聞きするべき質
問ではないかもわかりませんけれども︑どうして じめってなくならないのかな︑と私は思うんですね。よく動物などを見る ︑雌を獲得するために 雄同士 必死に戦っていて最後の勝者が雌を獲得したりしますよね。男性には本能的に勝
者になりたいとい
う
ところがあるんではないかと思うんですけれども︑そういうこ
とも含めて︑どうして じめってなくならない だろうということをうかがいたいと思います。清水――
 
難しい問題ですが︑やはり大事なことは︑それぞれが
ひとつの場の中に位置づけられるということだと思い 。さきほど言ったように︑同じ状態のものが二つあれば︑それは生きていけないわけです。だけれども︑位置づけられる によって︑自分の存在というものが決まっていく。子供の世界 もそうなっていると思うんですよね。
29 下田歌子研究所講演会　　清水博「女性と〈いのち〉の場づくり」
けれど︑いじめられている対象のその人を位置づけると︑自分
たちの存在もちょっと変わってくるというようなことを感じると︑そういう人を排除しよう しますね。これは日本社会でも起きていることです。人種問題や宗教問題というのもそういうところにあるわけですね。
だけど︑もっと病的なものがありますよね。場の中に入れない
ことによって︑敵対関係を作るんですね。生物でも︑場を作らなければ競争関係になるわけですよ。だからさきほど言った が全部だと思うんですが︑存在の場を作ることによって共存在できるわけです。逆に︑何か一つ こに入ってくることによって︑自分たちの共存在が脅かされ というふうに思えば︑それを排除しようとする。
私たちが子供の頃は︑そういういじめっていうのはなかったで
すね。威張っている子供はいっぱいいたんだけれども︑それはいじめっていう格好にはならなかった。 まはちょっ 病的なものがあると思います。社会
の中で自己中心的な世界を作ってきたと
い
う病的な流れが︑いじめの中に反映しているんじゃないか 私
は思うんですよね。本当の意味で他者を受け入れるということを︑社会がしていない。そういう社会や大人を子供は見て るわけです。子供は大人の社会を かたちで反映して るんだと思いま
伊藤――
 
ではお時間も過ぎましたので︑今日の清水先生のご講
演はここでいったん閉じさせていただきたいと思います。清水先生︑ご来場のみなさま︑ありがとうございました。
